
1 
 

 

令和７年度 第 2 回役員会 

   

   

１ 日 時   令和 7 年 12 月 22 日(月)   18：30～20：00  

   

２ 場 所  三宮センタープラザ 西館 6 階 第 3 会議室  

  

３ 出 席 者 山下会長、永井副会長、久保副会長、常任幹事（神吉、後藤、佐伯、吉牟田、谷口） 

            KTC 伊藤副理事長、濱村理事、室井監事 

            安藤顧問、黒澤顧問 

            内山専攻長、橋本教学委員                           計 15 名参加 

 

４ 議事内容 

（１） 役員改選について（資料１） 

・役員改選（案）を資料に沿って説明。 ⇒ 特に異議はなく、総会で諮っていく旨を確認。 

 

（２） 総会進行の見直しについて（資料２） 

（暁木会） 

・近年、学生の参加が少なかったことから、学生が参加しやすいように見直しを行った。 

（ＫＴＣ） 

・パーティー次第にある９．「ＫＴＣ報告」は必要か。在学中にＫＴＣの支援内容は聞いていると思う。 

・院進学者が一定いるなら、報告する意義はあるが、どの程度進学しているのか。 

（大学） 

・4 回生のうち、約 6 割が院進学をしている。 

（ＫＴＣ） 

・それであれば話しても良いと思う。卒業後も市民工学だけでなく、ＫＴＣを上手く活用頂ければい

いと思う。時間は 4 分ではなく、2 分に短縮してはどうか。⇒ 時間を 2 分に短縮 

（大学） 

・パーティーの８．「支部活動報告」とあるが、報告ではなく紹介にしてはどうか。（ＫＴＣ報告も同様） 

 その場で各エリアの勤務予定の方を集めて意見交換するなど想定される。⇒ 「紹介」に変更 

（ＫＴＣ） 

・パーティーにてテーブル札を配布して学生との交流が図れるのは、色んな話ができる良い機会に

なると思う。 

 

（３） 令和 7 年度総会について（資料３） 

（KTC） 

・一般会計の決算で、市民工学教室への援助が 0 となっているが、援助していないのか。 
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（暁木会） 

・例年どおりの援助を行っている。資料修正する。 

（ＫＴＣ） 

・暁木会 100 周年（2029 年）に向けた準備に関して触れておく必要はないか。来年から具体の準備

に係る必要はないが、2029 年に 100 周年の節目を迎えることは認識しておく必要がある。 

⇒ 議案１の会務報告の下段に 100 周年に向けた準備に関して追記 

・助成金の使途として、海外派遣助成は利用頂いているのか。 

（大学） 

・年間 1～2 人の学生が利用。ＫＴＣの海外派遣助成は学会等の発表に関連するものが優先される

ので、受け皿として暁木会の助成金を活用させて頂いている。 

（ＫＴＣ） 

・必要であれば、助成金を増額することも検討するが執行状況はどうか。 

（大学） 

・現状は海外派遣助成（5 万円）以外に備品の購入代やフットサルの参加賞などに活用させて頂い

ているが、足りないということはない状況。 

（ＫＴＣ） 

・海外派遣助成金として 5 万円を少ないのか。もう少し増額してもいいと思うがどうか。 

（大学） 

・増額すれば利用していない学生から不公平の意見が出る可能性もあり、安易に増額も難しい。 

 そういうご意見を頂くのは大変有難い。学科内で助成金の使途に関しては議論したい。 

（ＫＴＣ） 

・令和 8 年度予算（案）で繰越金が 186 万円となっているが、300 万円は繰越金として確保しておか

ないと、資金ショートする可能性がある。 

（暁木会） 

・暁木会ホームページのリニューアル費用が令和 7 年度決算と二重計上されている、リニューアル

の状況を見て、どちらかに整理すれば問題ないと思う。 

 

（４） 名簿発行について（資料４） 

（暁木会） 

・来年度の名簿発行にあたり、個人情報等の取り扱いについて検討が必要。少なくとも個人の住

所・電話番号の記載は削除する方向で考えている。 

・費用や労力の観点から、例えば 3 年に 1 度の発行とするなど、来年度議論させて頂きたい。 

・個人情報を取扱うことから、将来的には、ＷＥＢ上でパスワードを入力して閲覧できるような、電子

化するのが望ましいと思う。ただ、紙媒体を求められている方もいらっしゃるので移行する時期も

含め、検討が必要。 

 

  （５）暁木会ニュース等（資料５） 

   〇暁木会ニュースの発行について 
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 （ＫＴＣ） 

    ・暁木会で取り組んでいる「ホームカミングデイ」等の取組も掲載してはどうか。 

    （暁木会） 

    ・昨年も掲載しているものの、あまりＰＲができていないのでボリュームも含め内容を検討する。 

    （大学） 

    ・暁木会の助成金を活用させて頂いて、海外インターンシップに行った学生がいるので、その報告を

掲載させて頂けないか。※過去に意見交換会の場で発表を行ってもらっていた経緯あり 

     ⇒ 学生の海外インターンシップの報告を掲載（竹山先生に相談） 

    （ＫＴＣ） 

     ・鴻池さんの受賞に関する記事を掲載してはどうか。 

     ⇒ ＫＴＣ誌の原稿記事があるので、編集して掲載 

 

〇暁木会ＨＰについて 

（ＫＴＣ） 

・お知らせ一覧にある「住所、勤務先などの異動」は掲載しない方がいいのではないか。ＫＴＣの名

簿情報との整合が図れないのではないか。 

（暁木会） 

・既存のＨＰの内容を転記しているが、リニューアルにあわせて掲載内容も含め変更する。 

（大学） 

・リニューアルにあわせて、ＳＮＳ等の活用もできるよう機能を盛り込んでどうか。フォローしている

方にも閲覧頂けるように工夫してはどうか。 

（暁木会） 

・業者に相談したうえで検討する。 

・HP の記事更新は、PDF ではなく、Web 上で記事更新を行う形式を採用する。年間の維持管理費

は 15 万円程度となる。 

 

６．その他 

〇暁木会連絡窓口の設置 

（暁木会） 

・市民工学科事務室に暁木会の連絡窓口を設置する方向で進めていきたい。 

（大学） 

設置にあたり、事務局の内規を決める必要がある。来年度から設置できるように進める。 

〇R８ホームカミングデイの学部企画講演 

（暁木会） 

・講演者候補の推薦依頼を受けており、3 月末までに大学に回答する必要がある。 

・候補者としてＫＴＣ伊藤副理事長にご依頼させて頂きたいと思っている。 

（ＫＴＣ）伊藤副理事長 

・お受けさせていただく。講演テーマなど決める内容があれば、また教えて頂きたい。 
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〇業界説明会について 

（暁木会） 

・前回の意見交換のご意見やアンケート結果を踏まえ、次回は 6 月初旬で開催する方針。 

 就職活動を控えている修士 1 年も希望者に参加いただく想定。 

・開催日が決まれば、年度内に声掛け企業案を選定していく予定。 

（大学） 

・年明けカリキュラムが決まれば、すぐにご連絡させていただく。 

（顧問） 

・以前、学生から就職に関する大卒・院卒の取扱いや影響に関して質問が出て、若手ＯＢから院進

学に対する否定的な意見を答える方もおられたと思うが、今回は問題なかったか。 

（暁木会） 

・前々回になるが、学生が後ろ向きに捉えてしまうような回答をしたケースがあったことから、今年

度の開催にあたっては、事前に院進学に対して否定的な意見は言わないようお願いしたうえで参

加頂いたので、今回はなかったように思う。 

・ただ、院での勉強が社会に出てから活かされているかといった質問はあり、ＯＢからは 3 力の知

識は活かされているといった意見もあれば、直接的に活かされてはいないといった意見もあったよ

うに思う。 

（ＫＴＣ） 

・過去の参加企業から今年はないのかといったお声頂いた。企業選定に偏りがあるように思うが、

積極的に参加されたい企業もいるので、次回開催にあたり引き続き検討頂きたい。 

〇ホームカミングデイについて 

（暁木会） 

・参加者のアンケートから、橋に関する解説や豆知識のような話も聞いてみたかったとのご意見を 

頂いたので、次回、土木的な解説についても検討していきたい。 

    〇フットサル大会（暁木会カップ） 

    （ＫＴＣ） 

    ・フットサル大会にＯＢは参加できないのか。 

    （暁木会） 

    ・希望者がいれば参加させて頂けると思う。もしいらっしゃれば竹山先生にご相談できる。 

    〇卒業式における写真撮影について 

    （顧問） 

    ・卒業証書授与式のあと、学部にて卒業生らと写真撮影するが、中山先生より卒業写真であること

が分かるように横断幕など準備できないかご意見を頂いた。 

    （ＫＴＣ） 

    ・写真の取扱いはどうしているのか。 

    （大学） 

    ・学生らにデータをメールしている。 

    （ＫＴＣ） 
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    ・横断幕にどういった文言を記載すればいいか、検討が必要ではないか。 

    （暁木会） 

    ・今年度、写真撮影に参加したうえで検討する。 

 

以上 

 


